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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（8月 3 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　　『神は言われます。「わたしは，恵みの時にあなたに答え，救いの
日にあなたを助けた。確かに，今は恵みの時，今は救いの日です。』（第
２コリント６－２）　洗礼式一週間前。「自分にはまだ早いと思う。も
う少し後にする。」ときっぱり言う娘に，「そう。じゃあ今度にする？」
と言いかけた時・・・。「なぜ救いの時をあなたが決めるのか。」とい
う声が聞こえ，なぜか自分が１７歳の高校生だった時にタイムスリッ
プするように深い回想が始まりました。当時の私は，あることに挫折
し，生きることについて漠然とした不安を持ち，自問自答を繰り返し
て生きていました。学校からの帰りに表町商店街の中を歩いていた時，
向こうから歩いてくる人ごみ，すれ違う人の波にのまれ，気分が悪く
なり思わずしゃがみ込んでしまいました。なぜこんなにたくさんの人
が私の方に向かって歩いてくるんだろう・・・。その時聞こえた，「後
ろを見なさい。」という声。後ろを向くと，今すれ違った人々と同じ
くらいたくさんの人が，反対側の人に向かって歩いていた，そして自
分もその人混みの一部だということに気付いたのです。今娘はその時
の私と同じ気持ちでいる・・・。毎日真剣に祈りました。洗礼式当日。
日本海の激浪の中，こぼれるような笑顔の１８人が洗礼を受けました。
その中に洗礼を先延ばしにしようとしていた娘の姿もありました。思
えば，４年前にじょいふるきっずを通して教会に通い始め，やっとこ
の日を迎えました。何度となく神様から気持ちが離れそうになった時
も，いつも牧先生を始め，教会の家族の方々が引き戻して下さいまし
た。アメージンググレースとともに「生まれたよ」という声が聞こえ
ました。きっと神様が喜んで下さっていると思いました。自然に涙が
あふれました。『今日救いがこの家に来ました。主イエスを信じなさい。
そこに主の愛が主の許しが主の救いがあります。』

詩篇138篇～ 144篇

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
　138 篇は、捕囚からの解放への感謝と主による回
復への確信の歌です。139 篇は神の全知、遍在、全
能性を詩的に表現している歌となっています。140
～ 143 篇は類似点が多くなっています。
敵の罠にさらされている状況であり、捕囚帰還後の
不安定な状況の中に置かれた信仰共同体の姿とも受
け取れる歌です。141 篇は試練と誘惑の中で、詩人
は罪からの守りを求め、また正しい叱責を求め、忍
耐しつつ敵の滅びを待つ歌です。初代教会では 63
篇を朝の礼拝に、この詩篇を夕の礼拝に用いたと言
われています。142 篇は主に希望を託し、救いを待
ち望むイスラエルの祈りの歌です。143 篇は 7 つの
悔い改めの詩篇（6、32、38、51、102、130、143 篇）
の最後です。詩人は苦しみの原因が罪にあることを
認め、嘆きと悔い改めによって、速やかな赦しと恵
みを昔のように期待し求めている歌です。144 篇は
他の詩篇からの引用も多いのが特徴です。12 - 15
節は「私たち」と複数形になって付加部分であるこ
とから、後の時代の詩篇であるといわれています。
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　　人はなぜ争うのか。
世界を見てみますとテロや戦争がたくさん起こっていることが
わかります。人はなぜ、このような悲惨なことをするのでしょ
うか。ある一部の人たちは宗教を元にして争いをしています。
またイエスキリストを神としている人がなぜこのようなことを
するのでしょうか。そして歴史を見てみますと同じことを繰り
返していることも分かります。私たちの周りにはキリスト教に
対しても戦争を起こしてきたというマイナスなイメージを持っ
ていることを目の当たりにするかもしれません。なぜこのよう
なことが起こっているのでしょうか。今日の聖書箇所にはイエ
スキリストが十字架にかかる時、その罪状に「ユダヤ人の王」
と書かれていたのです。当時の人が求めていた救い主というの
は王としての治めることのできる人間的に目に見える姿でし
た。ですから、当時のユダヤ人たちはローマの支配から救って
くれるような王を求めていたのでした。それが戦争の要因と
なっています。そして王になりたい人が多くいるために争いが
起こってくるのです。これは現代の私たちにも引き継がれてい
るものです。私たちの心に神様以外が治めるようになる心です。
そこに自分が中心になってしまうことになります。それが自己
中心として私たちの中に現れてきているのです。それが私たち
の心にある限り、私たちの周りに争いがなくなることはないの
です。私たちは自分に足りないものがある時、周りから欲しがっ
たりするのです。そればかりか奪うようになり、周りを傷つけ
ても得るようになっていってしまうのです。それが争ってしま
う理由です。キリスト教が争いの理由ではありません。私たち
の自己中心の思いにキリスト教を使っているだけなのです。自
分が正しいことを周りの人たちに押し付けていき、それに従わ
ない人たちを排除してしまうのです。これは遠い国の話しや、
過去を振り返っての話しではありません。現在生きている私た
ちの生き方にも重なっている部分はないでしょうか。人が何の
ルールもなく、自分の思い通りに生活していたとしたら、私た
ちの周りには事件がたくさん起こっているでしょう。それは罪
あるものとして生まれているすなわち原罪の中で生きているか
らです。私たちの心は感情的頑固な意志によって生きているの
です。私たちは「頑固」という言葉と「頑な」という言葉では
相手に与える印象が違います。そのように私たちは自分の心が
神様にあっての頑固さになっているのであれば周りに良い影響
を与えていくのですが、自分の感情に右往左往させられている
中では「頑な」な状況では周りを破壊していくことになります。
この悪い思いが戦争に繋がっているのです。私たちの周りにあ
る不要と思われるものを排除する傾向があります。しかし神様
と向きあうならば、私たちはそれではいけないと気づくのです。
私たちは戦いの渦中においても神にあって正しい判断をし自ら
の命を省みない人がいたことを知らなければいけません。その
人は戦争をしている為政者たちを見ているのではありません。
それよりは自分の心の中にそれと同じような心を持っているこ
とに気づかなければいけないのです。

　　ステパノの歩み
使徒時代の中にステパノという人物がいます。彼は 12 弟子で
はありませんでしたが、イエスキリストの生き方にならう人に
なっていきました。ステパノは殉教者となります。その最後の
最後までイエスの姿を現す人でした。十字架上のイエスの言葉
と同じように自分に石を投げる者の罪を赦してほしいと祈った
のでした。その祈りを聞き、我に返るのではなく、かえって怒
りに心を燃やしていくのでした。そのような頑ななユダヤ人に
は厳しい歴史の中で悲しい事件に巻き込まれていくことが分か
ります。ですから私たちはユダヤ人のために祈らなければいけ
ないのです。彼らの目が開かれるようにならなければいけませ
ん。そして自らのためにも祈りましょう。

　　神の性質と私たち
神の性質に Holy（聖さ）と Love（愛）があります。神は聖さ
と愛のバランスの中で表されるのです。どちらに偏ることもあ
りません。すべてを包み込む愛もありながらも、罪のない聖さ
も合わせもつのです。ですから、人の目から見れば神は愛なの
だからすべてを赦せば良いのに･･･と思うこともあるかと思い
ます。しかし私たちが罪を持っていては神に近づくことができ
ません。そのために罪の贖いのためにイエスキリストが完全な
る犠牲として十字架にかかってくださったのです。私たちには

神の計画が一人ひとりにあり、完全な状態で生まれてきていま
す。しかし私たちは大きくなるなかで歪んでしまったり、傷つ
けられたりしながら完全な状態ではなくなり、神の計画にそっ
て歩むことができなくなっているのです。そのような中で自分
は不要であると思って自分を傷つけてしまうのです。ここに私
たちの大きな罪が潜んでいるのです。自己卑下し、自分には価
値がないという思いが、さも正しい判断であるかのように思い
つつ歩んでいるのです。それが私たちにとって一番悲しいこと
ではないでしょうか。

　　私はダメをやめましょう！
しかし、私たちは過去に受けた傷や罪によって未来に恐れをた
ちは自分をダメな存在であると思うことを止めましょう。私た
ちはすべてがだめではなくて、罪をしてしまう性質があること
だけがダメなのです。そういう自分は十字架によって赦された
と信じていかなくてはいけないのです。私たちが自分はダメで
あると思いながら歩むようにはしていないのです。そして自分
をダメであるという自分を責める思いは、私たちの周りにいる
人を責める思いにつながっていきます。これが怖いことなので
す。イエスキリストの愛に気づいた人は自分を責める思いがな
くなっていきます。自分にある罪の性質を排除しようとするよ
うになります。

　　wa私たちの歩みは･･･
私たちはどのように歩んでいくことが求められているでしょう
か。神さまの愛はイエスキリストをこの地上におくり、十字架
につけ、私たちの贖いとなってくださいました。ここに神の愛
は完成しているのです。ですからこの愛に基づいて歩んでいく
だけなのです。では私たちの人生の中にゴールはあるのでしょ
うか。それは私たちの生涯をこの愛を土台として歩み続けるし
かないのです。その決断を日々の生活の中で行っていくしかな
いのです。本来ならば、私たちが負うべき十字架をイエスキリ
ストが身代わりとなってくださいました。ここに愛があります。
罪が受け継がれていくと 3 代、4 代後に刈り取りしなければな
りません。私たちの心が感情的な頑固な意志によって決断し続
けるのではなくて、神の愛によって素直に認めて歩むことが大
切です。

　過去の歴史の中で、戦争を見てみると人を人と思えないで、
いとも簡単にいのちを奪っていることに気がつきます。その中
でもホロコーストというのは人の歴史の中で大きな悲しみを生
み出した事件であるといえます。また、そのことを振り返って
みても、悲しみが湧いてきます。その体験者であるイェフダバ
コンさんという人物は自分の通ってきたことがらに対して、「自
分が苦しんだことによって周りの人が苦しんでいることが理解
できるようになり、受け入れることを学びました。私たち人間
は互いに愛し合わなければなりません。」との話しを残してい
るのです。私たちも今の現状の中でこんな辛いところを通って
いると人のせいにしたり、自暴自棄になることもできます。反
対にそれを相手を理解するために経験をしていると思うことは
全く違います。だからこそ、私たちは「何を選び、何をしてき
ますか？」これが大切です。過去の傷、経験の中で、間違った
歩みをし続けますか。それとも神様と一緒に新しい歩みをして
いきますか。それは完璧な歩みをするのではなく、自分と向き
合いながら、イエス様のように歩むために逃げずに戦っていく
ことです。私たちは傷つけられたのだから、周りの人を傷つけ
て歩むことは良いことでしょうか。それでは互いに愛し合う生
き方になることはできません。私たちの心が周りの人に対して
愛の反対である無関心にならないように整えていかなければな
りません。そのために私たちの心が自己義になっていないか、
自己中心になっていないか、心の王座にイエス様がいるのか。
私たちはそのことに注意しながら、互いに愛し合えるようにし
ていきましょう。

（要約者：平澤　一浩）

「私たちの心」
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